
本製品の取付手順について

２　純正ｴｱｸﾘｰﾅｰﾎﾞｯｸｽ、ｲﾝﾀｰｸｰﾗｰの取り外し　
　　　２-1　①のボルトを緩めてｴｱｸﾘｰﾅｰﾎﾞｯｸｽとﾎﾞｯｸｽ裏の純正ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽを取り外して下さい。
　　　　　　　（※外したﾎﾞﾙﾄ、板ｸﾘｯﾌﾟ等は再使用します。）
　　　２-2　②のボルトを緩めてｲﾝﾀｰｸｰﾗｰを取り外して下さい。

　　　※タービン内部に異物が入らないように注意して下さい。

サクションパイプ A

異径ホース

エルボホース 45°

図１

サクションパイプ B

エルボホース 90° ホースバンド

　1　ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体の組み立て
　　図１のように取付ｽﾃｰA を本体取付ｽﾃｰに仮止めし、本体取付ｽﾃｰ、ﾄﾞﾚﾝ用ﾎｰｽを
　　ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体に取り付けてください。
　
　　

（※仮止め）

（※本締め）

部品図

このたびは当社製品をお買い上げ頂きまして、 ありがとうございます。

本製品を取付け及び取扱う上で、 いくつかの注意点がございます。

安全かつ快適にご使用になっていただくため、

取付け作業前に必ず本書を熟読し、 部品を確認し理解した上で作業して下さい。

☆部品が間違っていたり取付け方法が分からない場合は、 ご遠慮なく速やかにご連絡ください。

☆販売店様へのお願い……この取付説明書は、 必ずお客様にお渡しください。

● 素手での作業は怪我の原因となります。 必ず革手袋等で保護し、 十分注意をして作業を行なってくだ

 さい。

● 取付けが不完全ですと、外れて脱落する恐れがあり大変危険です。 取付けは確実に行なってください。

 さらに取付け後は、 定期的に各ボルト類が緩んでいないか点検を行なってください。

 ボルト類が緩んだまま走行を続けると、 外れて脱落する恐れがあり大変危険です。 また、 製品本体や

 車体に対し損傷を与える原因にもなります。 もし、 ボルト類が緩んでいた場合は増し締めを行なっ

 てください。

● もし万が一、 本製品や取り付け部にキレツ等を確認した場合は、 すぐに使用を中止してください。

● マフラー等が熱くなっている場合は火傷などの危険があります。 必ず冷えてから作業を行ってください。

JB64 用オイルセパレータータンク
取付説明書

取付け及び取扱いについて

本製品の構成部品について

３　コの字型ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽを図３のように板ｸﾘｯﾌﾟで繋ぎ、ﾀｲﾗｯﾌﾟでコード等と一緒にまとめて下さい。　

　

●取付説明書　 ×１

●ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体 ×１

●本体取付ｽﾃｰ ×１

●取付ｽﾃｰA　 ×１

●取付ｽﾃｰB ×１

●ﾄﾞﾚﾝ用ﾎｰｽ ×１ 

●コの字型ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽ　 ×2

●L 型ﾎｰｽ継手 ×１

●板ｸﾘｯﾌﾟ ×４

●ｼﾘｺﾝﾎｰｽ　　 ×１

●ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ　HS32 ×２

●50mm 延長ﾊﾟｲﾌﾟ ×１

●ｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ大　 ×２

●ｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ小 ×１

ﾀｲﾗｯﾌﾟ

フレームとボディにゴムが当たる様に取付けて下さい。

エルボホース 90°

本体取付ｽﾃｰ

1-1 でフレームに取付けた

　　　タンクサイドカバーステー

1-1 で取付けたタンクサイドカバーステーに付属の

Ｍ６×１０六角穴付きボタンボルトにて取付けて下さ

い。

このたびは当社製品をお買い上げ頂きまして、ありがとうございます。
本製品を取付け及び取扱う上で、いくつかの注意点がございます。

安全かつ快適にご使用になっていただくため、
取付け作業前に必ず本書を熟読し、部品を確認し理解した上で作業して下さい。

☆部品が間違っていたり取付け方法が分からない場合は、ご遠慮なく速やかにご連絡ください。
☆販売店様へのお願い……この取付説明書は、必ずお客様にお渡しください。

● エンジンは、エンジン運転時や停止直後は常に高温になります。

 エンジン付近の取付け作業やボルトの 増し締め作業は、エンジンが十分冷めていることを確認の上 、作業

　を行なってください。

● 素手での作業は怪我の原因となります。必ず革手袋等で保護し、十分注意をして作 業を行なってください。

● 取付けが不完全ですと、外れて脱落する恐れがあり大変危険です。取付けは確実に行なってください。

   さらに取付け後は、定期的に各ボルト類が緩んでいないか点検を行なって下さい。ボルト類が緩んだまま走

   行を続けると、外れて脱落する恐れがあり大変危険です。また、製品本体や車体に対し損傷を与える原因に

   もなります。もし、ボルト類が緩んでいた場合は増し締めを行なって下さい。

●本製品や取付部などにキレツ等が見つかれば、すぐに使用を中止して下さい。

①

②

エンジン上部のボルト

（締付トルク 7.5N ・ｍ）

M１０×２０ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ３点ｾﾑｽ

M１０ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄｾﾚｰﾄﾞ付

板ｸﾘｯﾌﾟ

● 海水や道路凍結防止剤等、金属を強く腐食させる成分が付着した場合は、早めに水洗いをするなどお手

 入れをして下さい。

● サビ等に関するクレームはお受けできませんのでご了承下さい。

図 2

図２

コの字型ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽ

本体取付ｽﾃｰ
ﾄﾞﾚﾝ用ﾎｰｽ

L 型ホース継手

板ｸﾘｯﾌﾟ
ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ

ウォーターパイプへの干渉注意

　

●ﾀｲﾗｯﾌﾟ（SG-200W）  ×３

●M10×20ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ小型３点ｾﾑｽ（P＝1.25） ×３

●M10ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄｾﾚｰﾄﾞ付 （小型 P＝1.25） ×３

●M８×20 六角ボルト （小型 P＝1.25）　 ×２

●M８ナット （小型 P＝1.25） ×２

●８SW ×２ 

●８平 W　 ×４

●M６×１５ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ３点ｾﾑｽ ×３

●６平 W ×３

●M６ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄ ×３

●M６×４０ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ３点ｾﾑｽ ×１

取付ｽﾃｰA

ｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ大

50mm 延長ﾊﾟｲﾌﾟ

ｼﾘｺﾝﾎｰｽ

ｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ小

取付ｽﾃｰB

ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体

取付ｽﾃｰA

ﾄﾞﾚﾝ用ﾎｰｽ

図３

M８×２０六角ﾎﾞﾙﾄ+８平 W

８平 W+８SW+M８ナット

ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽ



JB64 オイルセパレータータンク 取付説明書本製品の取付手順について

１　ナットステー（センター）をフレームの穴から内側に入れ、付属のＭ８×２０ボタンボルトにて仮止めして下さい。

２ ＳＰステー（センター）を車体に取付けて下さい。

　２-1　ＳＰステー（センター）を車体に合わせ、付属のＭ１２×３０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

　２-2　ＳＰステー（センター）下側を、付属のＭ６×２０六角穴付き皿ボルトにて仮止めしてください。

　２-3　当て板（センター）をフレーム裏側よりセットし、付属のＭ１０×６０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

　３-2　サイドステー（右）を車体フレーム穴（運転席側）に差し入れ、フレームフック（運転席側）に当たる

　　　　所まで入れてくださ。次にフレームフック（運転席側）を挟む様に裏側から、当て板（サイド右）を

　　　　セットし付属のＭ１０×４０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

４　ＳＰステー（運転席、助手席）を取付てください。

　４-1　ＳＰステー（センター）にＳＰステーを付属のＭ１０×２５ボルトにて仮止めして下さい。

　　　（ＳＰステーは運転席と助手席がありますので、間違えない様にして下さい。）

　４-2　ＳＰステーとサイドステーを付属のＭ１０×３０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

　　　（サイドステーがＳＰステーに合う様に、フレームの差し込み具合を調整して下さい。）

　３-2　サイドステー（右）を車体フレーム穴（運転席側）に差し入れ、フレームフック（運転席側）に当たる

　　　　所まで入れてくださ。次にフレームフック（運転席側）を挟む様に裏側から、当て板（サイド右）を

　　　　セットし付属のＭ１０×４０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

４　ＳＰステー（運転席、助手席）を取付てください。

　４-1　ＳＰステー（センター）にＳＰステーを付属のＭ１０×２５ボルトにて仮止めして下さい。

　　　（ＳＰステーは運転席と助手席がありますので、間違えない様にして下さい。）

　４-2　ＳＰステーとサイドステーを付属のＭ１０×３０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

　　　（サイドステーがＳＰステーに合う様に、フレームの差し込み具合を調整して下さい。）

５　ＳＰステー（センター）の本締め。

　５-1　２-2 で取付けたＭ６×２０（３カ所）を本締めして下さい。

　　　（フレームステーに隙間が出来ない様にして下さい。）

　５-2　２-1 で取付けたＭ１２×３０ ８Ｔボルトを本締めして下さい。

　５-3　１で取付けたＭ８×２０ボタンボルトを本締めして下さい。

６ ＳＰステー（運転席、助手席）の本締め。

　６-1　仮止め状態のＳＰステーに一度、ＳＰを仮合わせして下さい。

　　　（穴位置、出幅、角度等を確認して下さい。合っていない場合は再度、調整して合わせて下さい。）

　６-2　ＳＰステー（センター）の取付け上側部と並行に合わせて、４-1 で取付けたＭ１０×２５ ８Ｔボルト

　　　　を本締めして下さい。

　６-3　ＳＰステーにサイドステーが合っているか再度確認し、３-1 で取付けたＭ１０×３５ ８Ｔボルトを

　　　　本締めして下さい。

７　ＳＰを付属のＭ８×２５ボタンボルトを使用し、ＳＰステーに取付け本締めして下さい。

　　（ＳＰステーに穴位置、出幅、角度等合っているか再度確認してから本締めして下さい。再調整する場合は４か

　　　らやり直して下さい。）　

  

※くれぐれも締め忘れのないように注意して下さい。

図２-1

図２-2

ﾅｯﾄｽﾃ（ーｾﾝﾀｰ）をﾌﾚｰﾑ内側にｾｯﾄする

ＳＰｽﾃ（ーｾﾝﾀｰ）

ＳＰｽﾃ（ーｾﾝﾀｰ）

６ﾛｰｾﾞｯﾄＷ

Ｍ６×２０六角穴付き皿ﾎﾞﾙﾄ

Ｍ８×２０ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ＋８ＳＷ＋８平Ｗ

Ｍ１２×３０ ８Ｔﾎﾞﾙﾄ＋１２ＳＷ＋１２平Ｗ

１０ナット

１０ＳＷ

１０平Ｗ

Ｍ１０×４０ ８Ｔﾎﾞﾙﾄ

１０平Ｗ

フレーム穴に差し込む

フレームフック運転席側図

当て板（ｻｲﾄﾞ右）

ｻｲﾄﾞｽﾃ （ー右）

ﾌﾚｰﾑﾌｯｸ（運転席）

１０ナット
１０ＳＷ

Ｍ１０×２５ ８Ｔﾎﾞﾙﾄ

ＳＰステー（運転席）

サイドステー（右） サイドステー（左）
ＳＰステー（助手席）

Ｍ１０×３０ ８Ｔﾎﾞﾙﾄ

１０平Ｗ

１０平Ｗ

※取り付ける前に、純正のフロントグリルとバンパーを外して下さい。

※フロントエプロンを取り付ける場合は先に取付して下さい。

１　ナットステー（センター）をフレームの穴から内側に入れ、付属のＭ８×２０ボタンボルトにて仮止めして下さい。

２ ｳｲﾝﾁ用ＳＰステー（センター）の取付け。

　２-1　ｳｲﾝﾁ用ＳＰステー（センター）を車体に合わせ、付属のＭ１２×３０ ８Ｔボルトにて仮止めして下さい。

　２-2　ｳｲﾝﾁ用ＳＰステー（センター）下側を、付属のＭ６×２０六角穴付き皿ボルトにて仮止めしてください。

ﾅｯﾄｽﾃ（ーｾﾝﾀｰ）をﾌﾚｰﾑ内側にｾｯﾄする

ｳｲﾝﾁ用ＳＰｽﾃ（ーｾﾝﾀｰ）

Ｍ６×２０六角穴付き皿ﾎﾞﾙﾄ　＋　６ﾛｰｾﾞｯﾄW

Ｍ８×２０ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ＋８ＳＷ＋８平Ｗ

Ｍ１２×３０ ８Ｔﾎﾞﾙﾄ＋１２ＳＷ＋１２平Ｗ

当て板（ｾﾝﾀｰ）をﾌﾚｰﾑ裏側からｾｯﾄする

１２ﾅｯﾄ＋１２ＳＷ＋１２平Ｗ

Ｍ１２×６５ ８Ｔﾎﾞﾙﾄ＋１２平Ｗ

当て板（ｾﾝﾀｰ）

ﾌﾚｰﾑ裏側

４　ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体とｲﾝﾀｰｸｰﾗｰの取付

　4-1　図４-１の①の穴のｴﾝｼﾞﾝ側に１で組み立てたｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体の取付ｽﾃｰA が来るように

　　　　M１０×２０ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ、M１０ﾌﾗﾝｼﾞﾅｯﾄで取り付けて下さい。

　4-2　図４-２のようにｲﾝﾀｰｸｰﾗｰと取付ｽﾃｰB を M６×４０ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄで共締めし、取付ｽﾃｰB と

　　　　本体取付ｽﾃｰを M８×２０六角ﾎﾞﾙﾄで仮止めして下さい。

４ サイドステー（左右）の取付け。

　４-1　サイドステー（左）を車体フレーム穴（助手席）に差し入れ、スペーサー（サイド左）を挟む様に

　　　　フレームフック（助手席）の穴に共締めして下さい。

　　　　（付属のＭ１０×３５ ボタンボルトを使用し、仮止めして下さい。）

　　　　

　

ｽﾍﾟｰｻ（ーｻｲﾄﾞ左）

Ｍ１０×３５ ﾎﾞﾀﾝﾎﾞﾙﾄ

１０平Ｗ

ｻｲﾄﾞｽﾃ （ー左）

ﾌﾚｰﾑﾌｯｸ（助手席）

１０ﾅｯﾄ＋１０ＳＷ＋１０平Ｗ

①

図４-１

５　ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽとｻｸｼｮﾝﾎｰｽの取付け

　5-1　３で取り付けたﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽを図５-１,2 のようにｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸの IN 側の口に合わせて

　　　　適度な長さにカットし、板ｸﾘｯﾌﾟでｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸの IN 側に繋げて下さい。

　5-2　もう一つのﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽを図５-１,2 のように、ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸの OUT 側の口に板ｸﾘｯﾌﾟで

　　　　繋げて下さい。

図４-２

5-3　図５-３のように純正ｴｱｸﾘｰﾅｰﾎﾞｯｸｽの裏にｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ大とｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ小を

　　　2-1 で外した純正ﾎﾞﾙﾄ、６平 W、M６ﾅｲﾛﾝﾅｯﾄで取り付けて下さい。

5-4　純正ｴｱｸﾘｰﾅｰﾎﾞｯｸｽを図５-４のように室内側にオフセットするように

　　　M６×１５ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄで締付トルク１１Ｎ・ｍで取付けて下さい。

　　　図５-３

図５-４

図５-１

５-５　図５-５のように 5-2 で繋いだﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽを適度な長さにカットし、L 型ﾎｰｽ継手と

　　　　板ｸﾘｯﾌﾟ、２-１で外した純正板ｸﾘｯﾌﾟで純正ｴｱｸﾘｰﾅｰﾎﾞｯｸｽに繋げて下さい。

５-６　図５-６のようにｻｸｼｮﾝﾎｰｽに延長ﾊﾟｲﾌﾟを取付け、ｼﾘｺﾝﾎｰｽとﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞで

　　　　純正ｴｱｸﾘｰﾅｰﾎﾞｯｸｽに繋げて下さい。

図５-６

６　ｲﾝﾃｰｸﾎｰｽや配線に当たらないようにｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀｰﾀﾝｸ本体を図６のように動かして調整し、

　　仮止めしていたﾎﾞﾙﾄを全て締めて下さい。

※ﾊﾟﾜｰｴｱｸﾘｰﾅｰｷｯﾄと併用する場合は

ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽを図８のように接続して下さい。

図６

図８

M6×40ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ

M８×２０六角ﾎﾞﾙﾄ+８平 W

８平 W+８SW+M８ﾅｯﾄ

ｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ大

ｴｱｸﾘｰﾅｰｱｯﾌﾟｽﾃｰ小

L 型ﾎｰｽ継手

ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽ

ｼﾘｺﾝﾎｰｽ

50mm 延長ﾊﾟｲﾌﾟ

ﾌﾞﾛｰﾊﾞｲﾎｰｽ

M６×１５ｱﾌﾞｾｯﾄﾎﾞﾙﾄ

※締付トルク 11N・ｍ

図５-５

図５-２

IN 側

OUT 側

純正板ｸﾘｯﾌﾟ

純正ﾎｰｽﾊﾞﾝﾄﾞ

〇

７　定期的に、ｵｲﾙｾﾊﾟﾚｰﾀﾀﾝｸのﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞを確認して廃油が溜まっていれば、ｺｯｸを開いて排出し、

　　廃油を処理し、取付けの緩みやオイル漏れが無いか確認して下さい。

図７

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞ

ｺｯｸ

開

閉

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｴﾙﾎﾞ

　※ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞﾎｰｽの外し方

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｴﾙﾎﾞのﾘﾝｸﾞを押しながら

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞのﾎｰｽを引っ張って

抜いて下さい。

戻す時はﾎｰｽを差し込むだけです。

汚れて見えづらくなったら、外して

汚れを取って下さい。

汚れが取れなくなった場合は、新しい

ﾚﾍﾞﾙｹﾞｰｼﾞﾎｰｽを購入して下さい。

ﾕﾆﾊﾞｰｻﾙｴﾙﾎﾞの取付部は緩めないで

下さい。
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